やまなし環境学習プログラム

小学校高学年版
１. テーマ




二酸化炭素ゼロやまなし
２. テーマ設定とねらい
　今日、私たちはエネルギーを大量に使い生活をしている。エネルギーなくして現代生活は営めなくなっている。そのエネルギーの多くは、石炭、石油、天然ガスの化石燃料を燃やすことで得てきた。その結果、二酸化炭素(CO2)を大量に放出することになり、地球温暖化に代表されるように地球に対して過大な負荷を与えている。

　2009年3月に山梨県は地球温暖化対策実行計画を公表した。その長期ビジョンの中で「CO2ゼロやまなし」の実現を明記している。これは2050年に山梨県内の二酸化炭素排出量と吸収量の差をゼロとする目標であり、極めて画期的な計画である。山梨県は、全国的にも長い日照時間を誇り、水資源が豊富なこと、森林などのバイオマス資源に恵まれていることから、これらを踏まえて太陽光発電、小水力発電、バイオマスの利活用といった新エネルギーの拡大が期待されている。しかし、新エネルギーは、従来のエネルギーと比較してコストが高く、自然条件に左右されるため、供給が不安定である。現在、課題克服のための技術開発が進められている。

　これからは、二酸化炭素の排出を少なくして生活することを考えていかなくてはならない。化石燃料を有効利用すると同時にその代替となる新しいエネルギーの利用方法を学習し、二酸化炭素の排出を少しでも減らしていく「CO2ゼロやまなし」の実現に向けて、適切に判断し、行動できる人材の育成が求められている。

　指導にあたっては、エネルギー変換キットやエコクイズなど、子どもたちが興味を持ちやすい体験活動を通して、いろいろなエネルギーの長所や短所などを理解する。最終的には、山梨県の「CO2ゼロやまなし」の長期目標に向かって、自分たちには何ができ、何ができないのかを明確にして、日常生活の身近なエコ活動に結びつけさせていきたい。

３. 指導計画（全3時間）

	時数
	テーマ
	主な学習方法
	場所

	1
	いろいろな発電の方法
	発電体験学習、ワークシート記入
	理科室

	2
	山梨県の地球温暖化対策
	スライド学習、ワークシート記入
	視聴覚室

	3
	エコ川柳をよむ
	発表会形式、ワークシート記入
	教室


※この学習プログラムは総合学習の位置づけであるが、以下の教科単元と関連する。　新学習指導要領準拠　

5年単元

　理科：電流の働き

　社会：私たちの生活と工業生産、私たちの国土と環境

　家庭：環境に配慮した生活の工夫

6年単元

　理科：燃焼の仕組み、電気の利用




































